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研究成果の概要（和文）：急性間質性肺疾患には、好酸球性肺炎、特発性器質化肺炎、サルコイドーシス、過敏性肺臓
炎など様々な病態の肺疾患を含んでいる。基礎となる肺疾患を同定することは臨床上重要である。今回、我々は、異な
る急性間質性肺疾患で呼気一酸化窒素（eNO）に違いがあるかについて検討を行った。eNOは血中好酸球レベルにかかわ
らず、急性間質性肺疾患から好酸球性肺炎を鑑別するために有効なマーカーとなる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Acute-onset interstitial lung diseases (ILD) comprise a group of heterogeneous 
disorders. It is important to identify the underlying lung disease, as it may influence clinical 
outcomes. We aimed to determine whether there are differences in exhaled nitric oxide (eNO) between 
different subtypes of acute-onset ILD. eNO could be a marker for differentiating EP from other types of 
acute-onset ILD regardless of blood eosinophil levels.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 間質性肺炎は肺の肺胞と間質に好中

球、好酸球、リンパ球といった炎症細
胞の浸潤を特徴とする肺疾患である
が、その診断には気管支鏡による気管
支肺胞洗浄や経気管支肺生検といっ
た侵襲的な検査が必要である。 
 

(2) 呼気一酸化窒素濃度（FeNO）の測定は
気管支喘息のような炎症性肺疾患にお
ける気道炎症の非侵襲的なマーカーで
あると同時に診断にも有用であること
が確立されている。 
 

(3) 近年、肺胞 NO 濃度（Calv）の測定は
肺胞領域の NO の産生を反映している
ことが報告されている。 
 

(4) 今回の研究の目的は肺への好酸球性炎
症を特徴とする急性好酸球性肺炎にお
いて FeNO、Calv を測定することが非
侵襲的マーカーとして診断および治療
効果の効果判定に有用であるかについ
て明らかにすることである。さらに、
急性好酸球性肺炎の炎症のメカニズム
として窒素化ストレスとの関係につい
ても明らかにしていく。 

 
２．研究の目的 

急性好酸球性肺炎において FeNO、Calv 
を測定することが非侵襲的マーカーと
して診断に有用であるかについて明ら
かにすること 

 
３．研究の方法 
(1) 4週間未満の経過で、X線写真で浸潤影

を認めた 40例を対象とした。 
 

(2) 間質性肺疾患の病因に基づいて急性好
酸球性肺炎（EP）、特発性器質化肺炎
（COP）、サルコイドーシス、過敏性肺
炎（HP）の 4つのグループに分けた。 
 

(3) 各グループの 50mL/秒の流量での NO濃
度（FeNO）、肺胞の一酸化窒素濃度
（Calv）及び、全身性炎症マーカーを
比較した。 

 
４．研究成果 
(1) 急性好酸球性肺炎患者の平均 FeNO 値

は（52±28 ppb）であり、他のグルー
プに比べて有意に高かった（COP：21
±11 ppb、HP：14±5 ppb、サルコイド
ーシス：21±5 PPB）（すべて p <0.0005）
（図 1）。 

 
 
 
 
 

図 1 EP、COP、サルコイドーシス、HP
の FeNO値の比較 

 
 
(2) FeNOレベル> 23 ppb は、急性好酸球性

肺炎患者を同定するために 94％の感
度および 73％の特異性を示し、Calv
レベル> 10 ppb は、急性好酸球性肺炎
患者を同定するために 71％の感度お
よび 96％の特異性を示した。FeNO> 23 
ppb と Calv> 10 ppb の組み合わせは、
EP患者を予測するために 100パーセン
トの陽性的中率と 79％の陰性的中率
を示した（表 2）。 

 
 

表 2 急性好酸球性肺炎を診断するた
めの、FeNO＞23.4ppb、Calv＞10.2ppb、
FeNO＞23.4ppb と Calv＞10.2ppb の組
み合わせの感度、特異度、陽性的中率、
陰性的中率 

 
 

(3) 血中好酸球数で補正後も FeNO と Calv
両方が急性好酸球性肺炎を予測するた
めの有効なマーカーであることを示し
た。 
 

(4) FeNO は血中好酸球レベルにかかわら
ず、急性間質性肺疾患から急性好酸球
性肺炎を鑑別するために有効なマーカ
ーとなる可能性が示唆された。この成
果は、論文投稿に向け、準備中である。 
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